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Ｐ2　市職員の給与と勤務条件
P4　住み慣れた地域で楽しく、
　　 生き生きと暮らしていくために

P6　お早めに！！市県民税の申告
　　 所得税および復興特別所得税の確定申告
Ｐ8　おもしろおむすび教室

今月の主な内容

「あったかい」、命のぬくもり



　職員の給与や勤務条件に対する公平性と透明性を高めることを目的として、市民

の皆さんにこれらの状況を公表します。

　さらに詳しい情報は、市ホームページに掲載していますので、併せてご覧ください。

市職員の給与と勤務条件
市職員の給与と勤務条件

職員数の状況
 会計別職員数の状況（各年4月1日現在）

区分
部門

353

40

393

345

44

389

平成24年

△8

4

△4

平成25年 対前年増減

一般会計

特別会計

合　　計

職員数（人）

※職員数は教育長を含む一般職員数で、市長・副市長
　を除きます。

勤務時間・勤務条件の状況
（1）一般職員の勤務時間（平成25年4月1日現在）

8時30分 17時15分

開始時間

7時間45分

1日当たりの勤務時間

12時00分～13時00分

終了時間 休憩時間

※庁舎勤務職員の休憩時間は、11時30分～12時30分と12時30分～13時30分の2交替制を実施している部局
　もあります。

（2）年次有給休暇の使用状況
      （平成24年1月1日～平成24年12月31日）

平均取得日数 消化率対象職員数

11.5日 29.4 ％275人 

（3）育児休業および部分休業の取得者数
      （平成24年度）

育児休業(人) 部分育児休業(人)

0 0男　性

1

女　性

7合　計

※平成24年度に新たに育児休業または部分休業を
　取得した職員数です。

給与の状況
（1）人件費（平成24年度普通会計決算）

（2）平均給料月額、平均給与月額および平均年齢（平成25年4月1日現在）

278,611 円259,800 円 55.7 歳技能労務職

360,628 円319,000 円 42.9 歳一般行政職

平均給与月額平均給料月額 平均年齢区　　　分

※平均給与月額とは、給料および職員手当（扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤務手当など）
　の合計です。

（4）初任給（平成25年4月1日現在）

152,800円短大卒

140,100円高校卒

172,200円大学卒

一般行政職

月額区　　　分

（6）特別職の給与（平成25年12月1日現在）

290,000円

260,000円

350,000円

副議長

議　員

議　長

月　額

12月期  1.85月分
計    3.55月分

　6月期  1.70月分
12月期  2.05月分
計    3.95月分

　6月期  1.90月分

期末手当の支給割合

（5）期末・勤勉手当（賞与）（平成25年12月1日現在）

6月期

12月期

計

区  分

1.225月分

1.375月分

期末手当

0.675月分

0.675月分

勤勉手当

1.90月分

2.05月分

計

2.60月分 1.35月分 3.95月分

（3）ラスパイレス指数（平成24年4月1日現在）

107.9107.4103.6

県内市の平均県内全市町の平均伊豆市

報 

酬
660,000円

780,000円

副市長

市　長

月　額 期末手当の支給割合

給 

料

歳出額(A)

155億614万円

人件費（B）

29億1,946万円

人件費率（B）/（A）×100

18.8％

※国家公務員に準じています。

※国家公務員に準じています。

17※対象職員数は、市長部局に所属する職員（教育
　委員会・企業会計を除く一般事務職員）で、平成
　24年1月1日～平成24年12月31日の期間に在職し
　た数です。

※ラスパイレス指数は、国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、国家公務員の給与を
『100』とした場合の地方公務員の給与水準を示したものです。国家公務員は、平成24・25年度特
例法案により7.8％の給与削減を実施しています。伊豆市は、平成25年7月1日から平成26年3月31日
まで3～5％の給与削減を実施しています。
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　シニアクラブでは、趣味や運動、集会など、さまざまな活動を行っています。
　「もう歳だから・・」、「まだ早いから・・」などとためらわずに、まず一歩を踏
み出してみてはいかがでしょうか。これからの人生を笑顔で楽しく暮らして
いくためにも、シニアクラブに参加してみませんか。

問合せ／長寿介護課☎（72）9860
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
魅
力
と
は
？

　
多
く
の
会
員
が
集
う
魅
力
は
、次
の
よ
う

な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○
地
域
に
仲
間
が
増
え
る
こ
と
で
、心
の
安

　
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
こ
と

○
多
様
な
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
健
康
の
保

　
持
・
増
進
に
つ
な
が
り
、介
護
予
防
に
も

　
効
果
が
あ
る
こ
と

○
福
祉
活
動
へ
の
参
画
に
よ
り
地
域
に
貢

　
献
で
き
る
こ
と

今
後
の
方
向
性

　
初
め
は
、高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に

重
点
を
置
く
ク
ラ
ブ
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、地
域
貢
献
や
健
康
を
位
置
付
け
た
運
動

も
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、健
康
・
友
愛
・
社
会
奉
仕
の

三
大
運
動
や
学
習
・
伝
承
・
全
世
代
参
画
な

ど
の
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、身
近
な
生
活
へ
の
提
言
・
提
案
や

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待

　
男
女
共
同
参
画
が
定
着
し
、夫
婦
共
働
き

の
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
る
中
、世
の
中
の

変
化
と
共
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
寄
せ
ら
れ
る

期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
安
全
に
通
学
さ
せ
る
た
め

市
で
は
、同
報
無
線
に
よ
る
呼
び
掛
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。交
通
安
全
会
と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

が
協
力
し
、交
差
点
で
の
誘
導
を
行
っ
て
い

る
地
域
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
と
て
も
心

強
い
こ
と
で
す
。ま
た
、公
園
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
清
掃
や
道
路
沿
い
の
花
壇
の
整
備
な
ど
を

全
地
域
で
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
観
光
面
に
お
い
て
も
有
益
で
す
。

　
さ
ら
に
、災
害
時
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
働

き
も
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。伊
豆
地
域

の
各
自
治
体
は
、東
海
・
東
南
海
地
震
の
発

生
に
備
え
て
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、国
・

県
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、市
民
の
協
力

が
必
要
で
、と
り
わ
け
働
き
世
代
が
不
在
の

時
間
帯
に
は
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
協
力
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、観
光
面
、防
災
面
に
つ
い

て
も
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。高
齢
者
全

員
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、組
織
力
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　
参
加
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
た
人
も
、

い
ざ
入
っ
て
み
る
と
楽
し
い
と
話
す
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　
生
き
が
い
や

仲
間
が
増
え
、

笑
顔
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ぜ
ひ
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

住み慣れた地域で
楽しく、生き生きと暮らして
　　　　　　　　 いくために

住み慣れた地域で
楽しく、生き生きと暮らして
　　　　　　　　 いくために

平成23年度 平成25年度平成24年度 平成23年度 平成25年度平成24年度

【会員数】【クラブ数】

57
5153

3,086
2,778

2,899
（クラブ）

（人）

　本年も相変わらずお健康にシニアク
ラブの発展とご協力をくださるよう、お
願いいたします。
　さて、シニアクラブの年間行事をお
知らせします。まず、スポーツ関係では、
グラウンドゴルフ、ペタンク、輪投げ、ゲ

ートボールの 4 市長杯があります。日ごろの成果を十二分に
発揮し、和気あいあい、競技を楽しんでいます。また、支部によ
っては、運動会、旅行会を開催して絆を深めています。
　文化関係では、3支部で絵手紙を行っています。現在の会
員数は約 60人。優秀作品は、NHKで放映していただき、伊

豆市のPRの場となっています。
　そのほか、老人クラブでは、若手委員会が主になって会員
の増加に力を注ぎ、広く社会奉仕に力を入れています。広報
委員会では、年 2回『絆』という広報紙を発行しています。会
員の文集として、伊豆市シニアクラブのPRに務めています。
　はつらつ長寿社会づくりや友愛活動の促進などを通じて、
高齢者の生きがいづくりや社会参加を促進し、また、神社の
清掃や花壇づくり、花植えなどの奉仕に務め、高齢者の意欲
と姿勢を地域社会に示したいと思っています。
　ぜひ『仲間づくり』に参加してみてはいかがでしょうか？

シニアクラブを今後ともよろしくお願いしますシニアクラブを今後ともよろしくお願いします

　県では、老人クラブの愛称として、シニアクラブを創設しました。ちょっとおしゃれな気がしませんか？先輩市民の皆さ
んが、多くの仲間たちと集い、健康で生き生きと過ごされることは、私たち後輩市民の願いでもあります。市長として、
後輩市民として、一人でも多くの人がシニアクラブに入会されますことを心から期待申し上げます。

伊豆市老人クラブ連合会長
川口 一男さん

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
は
？

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
は
、地
域
で
生
活
す
る
お

お
む
ね
６５
歳
以
上
の
人
で
自
主
的
に
組
織
さ

れ
た
団
体
の
こ
と
で
す
。

　
活
動
を
通
じ
て
会
員
同
士
で
健
康
や
地
域

な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、健
康
・

奉
仕
を
趣
旨
と
し
て
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
友
愛
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

各
地
域
で
加
入
年
齢
が
異
な
り
ま
す
の
で
、詳
細
に

つ
い
て
は
、長
寿
介
護
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
主
な
行
事
は
、い
ず
い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、輪
投
げ
大
会
、社
会
奉
仕
活
動
、友
愛

訪
問
活
動
、文
化
祭
、作
品
展
な
ど
で
す
。

※

い
ず
い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
と
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
、郷
土
の
歴

史
、健
康
、趣
味
な
ど
に
つ
い
て
、み
ん
な
で
学
ぶ
も

の
で
す
。

現
状
は
？

　
伊
豆
市
の
６５
歳
以
上
の
人
は
、（
平
成
２５

年
４
月
１
日
現
在
）１
万
１
１
９
７
人
で
市

全
体
の
３３
・
１
％
で
す
。そ
の
う
ち
、伊
豆
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
数
は
、男
１
２

０
９
人
、女
１
５
６
９
人
で
合
計
２
７
７
８

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
併
し
た
平
成
１６
年
度
に
は
、７２
ク
ラ
ブ

で
会
員
も
４
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。毎

年
の
よ
う
に
下
記
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、会

員
数
と
ク
ラ
ブ
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
減
少
し
て
い
る
の
？

　
た
く
さ
ん
の
魅
力
を
持
っ
た
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、な
ぜ

で
し
ょ
う
。原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、次

の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

○
趣
味
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、個
々
で
過

　
ご
し
た
い
と
思
う
人
が
増
え
た
こ
と

○
退
職
し
た
皆
さ
ん
は
、ま
だ
ま
だ
元
気
で

　
本
人
が
高
齢
者
と
い
う
認
識
が
な
い
こ
と

○『
老
人
ク
ラ
ブ
』と
い
う
名
前
に
ち
ゅ
う

　
ち
ょ
し
て
し
ま
う
こ
と

市長より市長より／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

※

きずな

きずな
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対
象
者
は
？

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
平
成
２５
年
４
月
１

日
現
在
、７０
歳
以
上
の
人

ど
こ
で
購
入
で
き
る
の
？

　
最
寄
の
東
海
バ
ス
窓
口
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
修
善
寺
駅
前
案
内
所

　
８
時
〜
１７
時（
無
休
）　
柏
久
保
６
３
４―

１

○
土
肥
案
内
所（
松
原
公
園
花
時
計
横
）

　
９
時
〜
１７
時（
水
曜
日
定
休
）

　
土
肥
２
６
５
７―

６

○
湯
ケ
島
案
内
所（
天
城
会
館
内
）

　
９
時
〜
１７
時（
火
曜
日
定
休
）

　
湯
ケ
島
１
７
６―

２

○
新
東
海
バ
ス
修
善
寺
事
業
所

　
９
時
〜
１６
時
３０
分（
無
休
）　
年
川
７０―

１

※

購
入
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
づ

く
り
課
ま
た
は
修
善
寺
駅
東
海
バ
ス
営

業
所
☎（
７２
）１
８
４
１
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

価
格
と
内
容
は
？

市県民税の申告
所得税および復興特別所得税の確定申告

お早めに！！

市役所の申告会場（土・日、祝日は除く）

三島税務署の申告会場（土・日は除く）

本庁別館
2階大会議室

土肥支所
3階大会議室

8時30分～11時、13時～16時
※土肥支所は15時30分で終了

会場

相談種目
受付時間

所得税確定申告相談
市県民税の申告相談

2月3日（月）～3月17日（月）
<うち還付申告相談受付期間>
2月3日（月）～2月13日（木）

3月3日（月）～3月17日（月）

税務署員による
出張申告相談 税理士による無料相談

9時30分～11時、13時～16時
※土肥支所は15時30分で終了

2月4日（火）・5日（水）・
18日（火）・25日（火）
3月4日（火）・11日（火）

2月14日（金）～2月28日（金）

3月3日（月）～3月5日（水）

※こちらの申告会場では、青色申告、譲渡所得、贈与所得、消費税の相談受け付けはできませんので、三島税務署の申告
　会場で相談、申告をしてください。

会　場 期　間 時　間

三島商工会議所
1階TMOホール 2月14日（金）～3月17日（月） 9時～17時

※会場の混雑状況により、早めに終了する場合があります

※商工会議所の駐車場は有料です。市営中央駐車場を利用する場合は、駐車券を申告会場で提示すると無料になります。
　ただし、台数に限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
※期間中は、三島税務署では所得税などの申告相談は行っておりません。

三島税務署への電話による
お問い合わせ方法

自宅のネットを使用して
確定申告書の作成もできます！

三島税務署☎055（987）6711
○確定申告に関する相談の場合・・・・・０をプッシュ
○国税に関する一般的なご相談の場合・・・・・１をプッシュ
○税務署からの照会または職員にご用の場合
　・・・・２をプッシュ

○申告書は、『確定申告書等作成コーナー』から作成
　し、e－Tax（国税電子申告・納税システム）で自宅
　からネットで申告すると便利です。
○24時間いつでも利用（メンテナンス時間は除く）で
　き、確定申告書の手引きや用紙をダウンロードする
　ことができます。プリントアウトした申告書の郵送
　による申告も可能です。

　市役所と三島税務署で行う、申告の日程をお知らせします。
　なお、申告が円滑に行えるよう、事業所得の『収支内訳書』や医療費控除の『領収
書』は、事前に集計してからお越しください。

問合せ／所得税に関すること…三島税務署☎055（987）6711
市県民税に関すること…税務課☎（72）9851

と
っ
て
も
お
得
な

『
い
き
い
き
パ
ス
』を
ご
存
じ
で
す
か
？

70歳以上
の皆さん

　
市
で
は
、高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
、社
会
参
加
や
健
康
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
の
交
流
範
囲
の
拡
大
と
市
内
を
運
行
す
る
す

べ
て
の
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、『
い
き
い
き
パ
ス
』を
販
売

す
る
と
と
も
に
販
売
価
格
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、『
い
き
い
き
パ
ス
』を
活
用
し
て
、市
内
の
ス
テ
キ
を
見
つ
け

に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎（
７４
）３
０
６
６

３カ月分

6カ月分

1年分

販売価格 市助成額 個人負担額

10,000円

18,000円

27,000円

5,000円

9,000円

13,500円

5,000円

9,000円

13,500円

※購入後の払い戻しはできません。
※紛失した場合は再発行できません。 こちらの金額で

購入できます！

購入時に必要なもの／
○顔写真２枚
　（カラー、縦３㎝×横２・４㎝）
※スナップ写真でも可能です。
○身分証明書（保険証など）
※申請手続きは原則、ご本人のみと
　なります。

※対象路線は市内を運行して
いる東海バスと伊豆箱根バ
スに限ります。貸し切りバス
や病院などが運行している
バスには利用できません。
※市外のバス運賃は実費にな
ります。

利用方法はこちら 3
降りるときに『いきいきパス』
を乗務員に提示して、
現金１００円を支払います。

2

『いきいきパス』を持って
バスに乗ります。

1

最寄の東海バス窓口に行き、
『いきいきパス』を購入します。

年
月

日まで

2014 0
6 12

２０１４/
03/13 （

株）新東
海バス修

善寺駅前
発行

１４年03
月13日

から 注意事項
○『伊豆市福祉タクシー等利
用料金助成事業』やほかの
割引制度との併用はできま
せんので、ご注意ください。

いきいきパスを購入すれば、
市内の路線バスを１乗車、１００円で利用することができます！！

いきいきパスを購入すれば、
市内の路線バスを１乗車、１００円で利用することができます！！

見本
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おもしろおむすび
料理教室

修善寺会場
入賞作

品

ご紹介！

土肥会場

『ミッキーとミニー』

『リラックマのお花畑』

１位 ２位

３位

『祝　世界遺産　富士山』

『カワイイおばけ』

１位 ２位

３位

『富士山おにぎり』

『ほっぺちゃん』

料理教室の参加者の声

皆さんのおかげで
　ボランティアスタッフとして、民生委員・児童委員協議会、健康づくり食生活推進協
議会、保健委員会、老人クラブ連合会の皆さんにご協力いただき、子どもたちと一緒
に野菜の切り方や調理の仕方を伝えることができました。
　皆さん、ご協力ありがとうございました。

飯田 凛さん
（中伊豆小１年）

髙橋 光さん
（中伊豆小3年）

梅原 苺花さん
（中伊豆小３年）

福室 優梨亜さん
（土肥小2年）

植松 凪紗さん
（土肥小2年）

鈴木 真愛さん
（土肥小5年）

食育ノススメ推進事業

うえまつ なぎさ すずき  まちか

ふくむろ    ゆりあ

いいだ  りん たかはし ひかり

うめはら いちか

お母さんたちは・・・
○家だとゆっくり付き合えないけど、今日は好きなよ
　うに時間をかけて作れたのがよかったです。これを
　きっかけに料理好きになってほしいと思います。
○子どもが料理に興味を持ちはじめ、タイミングよく調  
　理体験の機会を与えることできました。子どもの作
　る姿を見て、家でも自分が料理をしている姿を見て
　くれていたんだなと感じました。意外と料理ができ
　ることに驚いています。来年も参加させたいです。
○子どもたちが主になって材料を切ったり、おむすび
　を作ることはとても良い体験になりました。自分で
　考えた作品が評価され、みんなの作品も見ることが
　でき、子どもが自信をつけたようです。

子どもたちは・・・
○上手に料理ができ、職人になった気持ち。家で作れ
　ない特別なおにぎりを作れてよかったです。家でま
　た作りたいと思います。
○自分で作るおむすびは、とてもおいしかったです。
　想像以上にうまくできました。
○初めて包丁を使いました。包丁の使い方やおむすび
の作り方が上手だと褒められたのがうれしかったで
す。豚汁に入っている嫌いな野菜を切りました。嫌い
な野菜を食べられ、全部おいしく食べることができ
ました。

　11月2日（土）・3日（日・祝）に土肥支所と生きい
きプラザで、おもしろおむすび料理教室を開催し
ました。この教室は、子どもが料理をすることで、
料理に関心を持ち、自分で作ることの大切さを知
ることを目的に行っています。
　子どもたちは、市内で収穫した新米を使って、
各自テーマを考えながら、自由な創作おむすびを
作り、子どもたちの投票によるコンテストを行い
ました。コンテストの結果は、次のとおりです。

問合せ／健康増進課☎（72）9861

タイトル：

タイトル：

タイトル：

タイトル：タイトル：

タイトル：

2014. 29 2014. 2 8



2014. 211 2014. 2 10

▲模型を使って土石流のメカニズムを学ぶ児童たち

 

土
砂
災
害
の
『
出
前
講
座
』

正
確
な
知
識
が
自
分
た
ち
を
守
る

　

12
月
11
日（
水
）、修
善
寺
東
小
学
校
の
6
年
生
25

人
が
土
砂
災
害
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

こ
の『
出
前
講
座
』は
、同
校
か
ら
依
頼
さ
れ
、国

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
沼
津
河
川
国
道
事
務

所
、県
沼
津
土
木
事
務
所
、市
が
共
同
で
、児
童
た
ち

に
土
砂
災
害
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。『
出
前
講
座
』を
通
じ

て
、土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
砂
防
施
設
の
重
要
性

を
学
ん
だ
児
童
た
ち
で
し
た
。

　

12
月
12
日
（
木
）
、
修
善
寺
東
保
育
園
の
園
児
37

人
が
修
善
寺
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
伊
豆
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
か
ら
お
飾
り
の
作
り
方

を
学
び
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
の
匠
の
技
に

「
す
ご
い
！
」
、
「
か
っ
こ
い
い
！
」
と
興
味
津
々
。

ま
た
、
実
際
に
お
飾
り
作
り
に
も
挑
戦
し
、
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
「
上
手
に
で
き
た
よ
！
」
と
自
慢

げ
な
表
情
を
見
せ
る
園
児
た
ち
で
し
た
。

「
こ
う
や
っ
て
作
る
ん
だ
！
」

昔
な
が
ら
の
お
飾
り
作
り
を
学
ぶ

▲お飾りの作り方をじっと見つめる園児たち

▲手には賞状、首にはメダルをかけ、堂々とした選手たち

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦

『
第
10
回
伊
豆
市
少
年
柔
道
大
会
』

　

12
月
15
日（
日
）、天
城
中
学
校
で『
第
10
回
伊
豆

市
少
年
柔
道
大
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
、

市
内
の
3
団
体
か
ら
約
50
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

【
個
人
戦
各
学
年
の
部
優
勝
】（
敬
称
略
）

武
田 

結
翔（
6
年 

下
白
岩
）、西
川 

幸
次
郎（
5
年 

小
土
肥
）

加
藤
木 

朱
夏（
4
年 

市
山
）、秋
津 

遥
香（
3
年 

田
代
）

齋
藤 

瑠
花（
2
年 

湯
ケ
島
）、鈴
木
蓮（
1
年 

上
船
原
）　

仲
原 

龍
冴（
幼
年 

下
船
原
）

伊
豆
市
消
防
団
出
初
式

今
年
１
年
の
無
火
災
を
祈
っ
て

▲狩野川に向けて、消防団が一斉放水！！

新
成
人
と
な
る
３
７
9
人

▲新成人を代表して宣誓する遠藤尋生さん

　

1
月
12
日（
日
）、生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。新
成
人
を
代
表
し
て
、遠
藤
尋
生
さ

ん（
青
羽
根
）が「
こ
れ
か
ら
の
伊
豆
市
、こ
れ
か
ら
の

日
本
を
背
負
っ
て
い
く
の
は
私
た
ち
で
す
。仲
間
と
共

に
力
を
合
わ
せ
て
、こ
れ
か
ら
の
輝
く
未
来
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、恩
師
の
励
ま
し
の
言
葉
、思
い
出
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、こ
れ
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
出
を
笑
顔
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

1
月
12
日（
日
）、狩
野
川
記
念
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
、全
14
分
団
か
ら
約
３
５
０
人
が
参

加
し
、分
列
行
進
や
功
労
・
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
典
の
後
に
は
、伊
豆
総
合
高
等
学
校
郷
土
芸
能

部
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
や
、13
台
の
可
搬
ポ
ン
プ
に

よ
る
狩
野
川
へ
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。大

迫
力
の
放
水
に
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、写
真
や
映

像
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

伊
豆
市
成
人
式

▲かるたを市長に手渡す伊豆市農業委員会の女性委員の皆さん

か
る
た
を
寄
贈

園
児
た
ち
の
食
育
活
動
に
活
用

　

12
月
25
日
（
水
）
、伊
豆
市
農
業
委
員
会
が
市
に

『
し
ず
お
か
食
育
か
る
た
』15
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま

し
た
。こ
の
か
る
た
は
、こ
ど
も
課
で
管
理
さ
れ
、市

内
の
園
児
た
ち
の
食
育
の
学
習
の
一
環
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
『
あ
』か
ら『
ん
』ま
で
の
46
枚
の
か
る
た
。市
に
関

係
し
た
文
字
札
は『
わ
さ
び
っ
て 

つ
ー
ん
と
す
る
け

ど 

か
お
り
が
い
い
よ
』な
ど
が
あ
り
、県
内
の
地
場

産
品
を
楽
し
く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



　
12
月
5
日（
木
）、天
城
小
学
校

持
久
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当

日
は
、少
し
走
れ
ば
汗
ば
む
ほ
ど
の

天
候
で
、大
会
に
は
絶
好
の
条
件
で

し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、天
城
小
学
校
開
校
に

あ
た
り
、安
全
面
や
練
習
の
し
や
す

さ
な
ど
を
考
慮
し
て
、狩
野
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
そ
の
周
辺
の
周
回
で
行
わ
れ

ま
し
た
。1 

・ 

2
年
生
は
7
3
0
m
、

3 

・ 

4
年
生
1
1
2
0
m
、 

5 

・ 

6

年
生
は
1
5
0
0
m
の
距
離
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
て
、ど
の
児
童
も
１

カ
月
ほ
ど
前
か
ら
体
育
の
時
間
や

　
12
月
5
日（
木
）、天
城
小
学
校

持
久
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当

日
は
、少
し
走
れ
ば
汗
ば
む
ほ
ど
の

天
候
で
、大
会
に
は
絶
好
の
条
件
で

し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、天
城
小
学
校
開
校
に

あ
た
り
、安
全
面
や
練
習
の
し
や
す

さ
な
ど
を
考
慮
し
て
、狩
野
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
そ
の
周
辺
の
周
回
で
行
わ
れ

ま
し
た
。1 

・ 

2
年
生
は
7
3
0
m
、

3 

・ 

4
年
生
1
1
2
0
m
、 

5 

・ 

6

年
生
は
1
5
0
0
m
の
距
離
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
て
、ど
の
児
童
も
１

カ
月
ほ
ど
前
か
ら
体
育
の
時
間
や

朝
の
運
動
で
、5
分
間
走
や
7
分
間

走
、ま
た
コ
ー
ス
の
試
走
を
行
っ
た
り

し
て
、目
標
を
持
っ
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。特
に
学
校
周
辺
に

特
設
の
コ
ー
ス
が
で
き
た
の
で
、試
走

も
数
回
行
う
こ
と
が
で
き
、よ
り
明
確

な
目
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
応
援

を
い
た
だ
き
、ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
、

苦
し
さ
に
顔
を
ゆ
が
め
な
が
ら
も
力

を
緩
め
る
こ
と
な
く
走
り
抜
け
、多

く
の
児
童
が
自
己
記
録
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。高
学
年
の
中

に
は
、練
習
記
録
よ
り
50
秒
以
上
も

縮
め
た
児
童
も
い
て
、頑
張
り
を
記

録
か
ら
感
じ
、自
信
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、ゴ
ー
ル
後
の

児
童
の
満
足
そ
う
な
表
情
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
成
果

を
今
後
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
P
T
A
校
外
厚
生
部
の
皆
さ
ん
に

は
、駐
車
場
の
誘
導
を
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
、応
援
だ
け
で
な
く
、大
会
の
運

営
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、感
謝
い

た
し
ま
す
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
ス
マ
ホ
は
、こ
こ
数
年
で
一
気
に
多

く
の
人
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。従
来
の
携
帯
電
話
と
異
な
り
、

ス
マ
ホ
は
い
わ
ば
小
さ
な
パ
ソ
コ
ン
。

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
自
分

が
使
い
や
す
い
ス
マ
ホ
へ
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、無
料
だ
と
表
示
の
あ
っ
た
ア

ダ
ル
ト
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
と
こ
ろ
、電
話
番
号
は
知
ら
せ
て

い
な
い
の
に
、高
額
の
利
用
料
金
の

請
求
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
い
う

よ
う
な
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
と
き
、『
ア
ク
セ
ス
許
可
』と
し

て
、自
身
の
電
話
番
号
、電
話
帳
の
情

報
な
ど
を
ア
プ
リ
提
供
事
業
者
に
提

供
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
し
ま
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
に
は
、少
な
く
と
も『
ア
ク
セ
ス
許

可
』画
面
を
確
認
す
る
こ
と
、ま
た
、そ

も
そ
も
無
料
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、問
題
が
な
い
か
慎
重
に

検
討
し
た
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

　悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

『スマホのアプリのダウンロードには注意を！』

●『
オ
ー
ト
バ
イ
盗
』が
増
加

　
大
仁
署
管
内
で
は
、昨
年
1
年

間
に『
オ
ー
ト
バ
イ
盗
』が
13
件
発

生
し
、前
年
に
比
べ
、3
件
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。便
利
な
乗
り
物

の
オ
ー
ト
バ
イ
。就
職
や
進
学
を

機
に
利
用
す
る
人
も
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、施
錠
の
習
慣
こ
そ
被

害
防
止
の
基
本
で
す
。

【
発
生
場
所
】　

○
伊
豆
長
岡
交
番
管
内
↓
3
件

○
土
肥
交
番
内
↓
3
件

○
韮
山
地
区
や
伊
豆
長
岡
地
区
で

　
鍵
を
付
け
た
ま
ま
の
バ
イ
ク

※
い
ず
れ
も
自
宅
周
辺
で
無
施
錠

　の
ま
ま
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

【
被
害
防
止
策
】

○
必
ず
鍵
を
掛
け
、ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ

　
ク
す
る

○
ツ
ー
ロ
ッ
ク
す
る

○
オ
ー
ト
バ
イ
に
装
着
さ
れ
て
い

　
る
盗
難
防
止
装
置
を
活
用
す
る

○
路
上
な
ど
に
放
置
せ
ず
、駐
輪

　
場
を
利
用
す
る

○
自
宅
で
も
油
断
せ
ず
施
錠
す
る

●
大
仁
署
管
内
で
も

　『ア
ポ
電
』が
あ
っ
た
！

　
誰
も
が
耳
慣
れ
た『
振
り
込
め

詐
欺
』、始
ま
り
は
１
本
の
電
話
か

ら
で
す
。静
岡
県
内
で
は
、昨
年
１

年
間
に
2
千
件
以
上
の
不
審
電
話

が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。大
仁
署
管

内
で
も
息
子
や
孫
、警
察
官
や
国

税
局
を
か
た
っ
た
不
審
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。

【
こ
ん
な
電
話
に
注
意
】

○
息
子
や
孫
を
か
た
る

　
↓
お
金
が
必
要

　
※
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た

　
※
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ

○
警
察
官
を
か
た
る

　
↓
通
帳
カ
ー
ド
を
預
か
る

　
※
あ
な
た
の
口
座
が
悪
用
さ
れ
た

　
※
犯
人
が
あ
な
た
の
通
帳
を
持
っ

　
　
て
い
た

●
被
害
防
止
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　静
岡
県
警
で
は
、高
齢
者
の
皆
さ

ん
が『
振
り
込
め
詐
欺
』に
遭
わ
な
い

た
め
、県
内
各
金
融
機
関
で
の
統
一

ル
ー
ル
と
し
て『
預
手
プ
ラ
ン
』を
行

っ
て
い
ま
す
。

【
内
容
】『
預
手
プ
ラ
ン
』と
は

　
金
融
機
関
で
3
0
0
万
円
以
上
の

現
金
を
出
金
す
る
75
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
顧

客
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
基
に
状
況
を

確
認
。チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
せ
ず
、

現
金
が
必
要
な
場
合
は
、基
本
的
に

預
金
小
切
手
を
発
行
す
る
も
の
で
す
。

※『
振
り
込
め
詐
欺
』の
一
種
の『
特
殊

　
詐
欺（
架
空
の
投
資
話
）』は
、高
齢

　
者
が
被
害
に
遭
う
場
合
が
多
く
、被

　
害
金
額
も
高
額
で
す
。大
切
な
老
後

　
の
蓄
え
を
だ
ま
し
取
ら
れ
な
い
よ
う

　
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
校
は
5
年
前
か
ら
、地
域
に
開

か
れ
た
学
校
、地
域
が
支
え
る
地
域

の
中
の
学
校
を
目
指
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、そ
の
具
体
例
を

紹
介
し
ま
す
。

  

11
月
16
日（
土
）、『
南
っ
子
の
日
』に

は
、保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
文

芸
作
品
や
懐
か
し
い
写
真
な
ど
を

『
南
小
展
』と
し
て
展
示
し
、好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、地
域
よ
り

寄
せ
ら
れ
た
古
本
を
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
て
格
安
販
売
し
、新
た
な
児
童

図
書
の
購
入
資
金
に
し
ま
し
た
。

　
12
月
4
日（
水
）、持
久
走
大
会
に

は
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
家
庭

科
室
に
集
ま
り
、地
域
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
食
材
で『
南
っ
子
汁
』を
調
理

し
、児
童
た
ち
に
振
る
舞
い
ま
し

た
。持
久
走
を
終
え
た
児
童
た
ち

は
、何
杯
も
お
か
わ
り
を
し
な
が

ら
、地
域
の
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
鍋
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、地
域
か
ら
の
恩
恵
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、地
域
に
貢
献
す

る
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
目
標
に
向
け

走
り
抜
い
た
持
久
走
大
会

自
分
の
目
標
に
向
け

走
り
抜
い
た
持
久
走
大
会

自
分
の
目
標
に
向
け

走
り
抜
い
た
持
久
走
大
会

天城
小学校

修善寺南
小学校

小
春
日
や
足
湯
に
パ
ン
の
よ
き
香
り

　
　
　
　
　
　
　
　安
藤

　治

　（
西
平
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
頭
黄
色
く
昏
れ
る
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　城
所

　
　江
（
吉
奈
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
の
底
じ
っ
と
寄
り
添
ふ
冬
の
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　杉
山

　と
く
（
宿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残
照
の
山
に
風
立
つ
す
す
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　飯
塚

　清
子
（
本
柿
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
場
を
出
る
や
ぞ
く
り
と
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　城
所

　八
代
（
吉
奈
）

嬰
児
の
抱
き
心
地
よ
き
小
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　今
村

　静
子
（
松
ケ
瀬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

▲元気良くスタートする5・6年生

▲教室内に古本のフリーマーケット

▲皆さんで『南っ子汁』の下ごしらえ

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
る

地
域
の
中
の
学
校

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
る

地
域
の
中
の
学
校

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
る

地
域
の
中
の
学
校

日
女

つ
く

よ  

て
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●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～曾祖母が教えてくれた歯の大切さ～

保育園・幼稚園・こども園の紹介

 1人分
栄養価

作り方材料《 2人分 》

◆園目標　みんな　なかよし　げんきな子
◆重点目標　自己表現のできる子ども
　　　　　　たくましい子ども
　　　　　　思いやりのある子ども
　　　　　　

①タマネギは、１ｃｍの角切り、ジャガ
イモは、１ｃｍ角のさいの目切り、
カボチャは、2mmの薄さに切った
後、1ｃｍ幅に切る。

②サヤエンドウは筋をとり、斜めに
半分に切る。

③鍋にバターを入れ熱し、溶け始め
たら①の野菜をいためる。

④ある程度、野菜に火が通ったら②
に水を入れ、煮込む。

⑤野菜が軟らかくなったら、スキムミ
ルクを入れ溶かし、サヤエンドウ
を入れ、2～3分加熱する。

⑥⑤にみそ、しょうゆを入れ、みそが
溶けたら火を止める。

◆タマネギ…………… 50ｇ
◆カボチャ…………… 60ｇ
◆ジャガイモ………… 40ｇ
◆サヤエンドウ………  2枚
◆バター………………  5ｇ
◆水………………… 230㏄
◆スキムミルク…  大さじ2
◆しょうゆ…… 小さじ1/4
◆みそ………… 大さじ1/2

　
湯
ケ
島
幼
稚
園
は
、緑
に
囲
ま
れ
、自
然
に
恵
ま
れ
た

環
境
で
、近
く
に
お
寺
、神
社
、さ
く
ら
の
里
公
園
が
あ

り
ま
す
。

　
少
人
数
の
幼
稚
園
な
の
で
、異
年
齢
児
保
育
や
幼
児

一
人
一
人
と
密
接
に
か
か
わ
る
保
育
を
目
指
し
て
い
ま

す
。い
つ
も
は
、少
人
数
の
友
達
や
先
生
と
の
か
か
わ
り

が
主
な
た
め
、地
域
の
皆
さ
ん
、地
域
の
幼
稚
園
・
保
育

園
や
小
学
校
・
中
学
校
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん
と
の

交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、『
仲
間
の
中
で
の

育
ち
合
い
』を
目
指
し
て
、友
達
と
一
緒
に
遊
び
、活
動

を
繰
り
返
す
中
で
、お
互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
食
育
に
も
力
を
入
れ
、四
季
を
通
じ
て
野
菜
の
栽
培

を
行
い
、成
長
を
観
察
し
な
が
ら
、大
切
に
育
て
て
い
ま

す
。秋
に
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、地
域
の
皆
さ
ん
に

も
協
力
し
て
い
た
だ
き
作
っ
た
も
の
で
す
。自
分
た
ち
で

育
て
た
野
菜
で
ク
ッ

キ
ン
グ
を
す
る
と
、ち

ょ
っ
ぴ
り
野
菜
の
苦

手
な
子
も
笑
顔
で
食

べ
て
く
れ
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
作
り
に
挑
戦
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、隣
接
し
て
い

る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
、未
就
園
の
友
達
が
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
れ

て
、園
庭
で
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。も
っ
と
も
っ
と
多
く

の
皆
さ
ん

の
利
用
を

お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

湯ケ島幼稚園湯ケ島幼稚園

◇エネルギー…104kcal　◇カルシウム…85mg
◇たんぱく質…4.1g　◇脂質…2.5g　◇食塩相当量…0.8ｇ 

体
も
心
も
温
ま
る

　
　ミ
ル
ク
み
そ
ス
ー
プ

 

体
も
心
も
温
ま
る

　
　ミ
ル
ク
み
そ
ス
ー
プ

　私の曾祖母は99歳になりますが、家族の手を借りながらしっかり歩
くこともでき、頭もはっきりしています。入れ歯でも、ちゃんとかんで
食事をしているのを見ると、「年をとっても、かんで食べられるのは幸
せだな」と思います。私も今のうちから食習慣や歯の健康を心掛け、い
つまでも食事を楽しめるようにしていたいです。　　　　　　

伊豆市社会教育課　荒木 香吏

▲カレーライスをみんなで作ろう▲自慢の手作り電車！！

❶
井
上
靖
の
文
学
碑

　
井
上
靖
氏
の
文
学
碑
は
、湯
ケ
島
地
区
に
多

く
存
在
し
、旧
井
上
邸
跡
地
の『
し
ろ
ば
ん
ば
』

を
は
じ
め
、旧
湯
ケ
島
小
学
校
運
動
場
に
あ
る

『
地
球
上
で
一
番
清
ら
か
な
広
場
』や
熊
野
山

墓
地
の『
戦
友
慰
霊
詩
碑
』、小
説『
猟
銃
』の

舞
台
で
あ
る
滑
沢
渓
谷
に
も
冒
頭
部
分
が
刻

ま
れ
た
文
学
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
同
氏
の
執
筆
活
動
は
主
に
東
京
で
し
た

が
、湯
ケ
島
を『
ふ
る
さ
と
』と
言
っ
て
お
り
、

そ
の
思
い
を『
故
里
美（
う
る
わ
）し
』と
い
う

エッ
セ
イ
で
つ
づっ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
か
ら
、天

城
中
学
校
で
は
、校
訓
を『
克
己
』と
定
め
ま

し
た
。ま
た
、同
校
の
校
歌
の
作
詞
者
も
井
上

靖
氏
で
す
。

❷
川
端
康
成
の
文
学
碑

　
伊
豆
の
文
学
作
品
と
い
え
ば
川
端
康
成
氏

の
名
作『
伊
豆
の
踊
子
』を
思
い
浮
か
べ
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
同
氏
の
文
学
碑
は
、そ
の
舞
台
で
も
あ
る
天

城
山
隧
道（
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
）へ
向
か
う
途

中
に
あ
り
ま
す
。そ
の
碑
に
は
、同
氏
の
レ
リ
ー

フ
像
と
共
に『
伊
豆
の
踊
子
』の
冒
頭
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。そ
の
レ
リ
ー
フ
像
の
額
部
分
の

色
が
変
わ
っ
て
い
る
の
は
、同
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
に
あ
や
か
り
、触
っ
て
い
く

人
が
多
い
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
氏
は
湯
ケ
島
を『
第
二
の
故
郷
』と
言
って

お
り
、定
宿
と
し
た『
湯
本
館
』に
は
、ゆ
か
り
の

品
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ち
な
み
に
、

『
伊
豆
の
踊
子
』は
、大
正
１１
年
に『
湯
本
館
』で

執
筆
し
た『
湯
ケ
島
で
の
思
い
出
』の
前
半
部
分

を
推
敲
し
、小
説
に
し
た
も
の
で
す
。

市然
発見♪市然
発見♪

しゃそう

　
伊
豆
市
を
は
じ
め
と
す
る
伊
豆
半
島
の
温
泉
郷
は
、文
学
者
に
と

っ
て
癒
し
と
再
生
の
場
所
で
し
た
。明
治
、大
正
、昭
和
の
時
代
に
は

多
く
の
文
人
墨
客
が
こ
の
地
を
訪
れ
、自
然
や
人
情
に
親
し
み
な
が

ら
数
多
く
の
優
れ
た
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、文
人
墨
客
と
の
縁
の
品
を
所
蔵
し
て
い
る
旅
館
も
多

く
、ま
た
、歌
碑
や
文
学
碑
を
訪
れ
る
と
当
時
の
情
景
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎（
７２
）９
９
１
１

▲滑沢渓谷にある『猟銃』の文学碑

▲文学碑の隣にある川端氏のレリーフ像

　天城峠のにわか雨は、『天城の
私雨』と呼ばれます。
　これは、人里では晴れていても峠
では、雨が降っていることを表した
言葉です。
　川端康成も『天城はいつも私雨
の中にゐる。』と言っています。『伊
豆の踊子』冒頭での『雨脚が～麓
から私を追ってきた』という表現は、
まさに『私雨』を表現しています。

～身近な文学に触れる～

『天城の私雨』とは？
わたくしあめ

文
学
の
郷

〜
文
豪
た
ち
が
過
ご
し
た
伊
豆
〜

文
学
の
郷

〜
文
豪
た
ち
が
過
ご
し
た
伊
豆
〜

竜姿の滝

滑沢渓谷出水橋

車止め

天城ゆうゆうの森
入口 太郎杉へ

本
谷
川

天
城
峠

二本杉峠へ

天城遊々の森

P

水生地下
駐車場

水生地下

氷室
八丁池へ

水
生
地

ゲ
ー
ト

新天城トンネル

旧天城トンネル

休憩舎

414

P滑沢渓谷

❶井上靖の文学碑

❷川端康成の文学碑

至三島方面

至下田方面

ぶ
ん
じ
ん
ぼ
っ
か
く

す
い
ご
う
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正規・臨時・非常勤・
任期付短時間勤務職員
正規・臨時・非常勤・
任期付短時間勤務職員

あなたのチカラを市政に！あなたのチカラを市政に！
募集！！

　任期付短時間勤務職員とは、市行政の高度化・専門化に対応するため、知
識経験または優れた識見を有する人を、期間を定めて採用するものです。
　募集要項などは、2月3日（月）から各担当課または総務課で配布します。
2月4日（火）から2月18日（火）までの間にお申し込みください。

任期付短時間勤務職員　※市税に滞納がないことが受験要件となります。

◆任期付短期時間勤務職員　※詳細は配布する募集要項などをご覧ください。

　書類審査、面接により選考します。2月18日（火）までに、履歴書（写真添付）を各担当課へ持参してください。
　なお、社会保険と雇用保険については、下表の『社会保険』欄が『○』印のものは社会保険（健康保険・厚生年
金）と雇用保険に加入、『△』印は雇用保険への加入あり、『ー』印は加入なしです。
　また、有給休暇や交通費などについては、市の規程により支給されます。

臨時職員・非常勤職員　※市税に滞納がないことが受験要件となります。

◆臨時職員　任用期間：平成26年4月1日～9月30日（1回のみ更新可、最長で平成27年3月31日まで）

◆非常勤職員　任用期間：平成26年4月1日～平成27年3月31日

正規職員　※市税に滞納がないことが受験要件となります。
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伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
に
つ
い
て

　

伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
に
伴
い
、
修

善
寺
駅
か
ら
三
嶋
大
社
に
か
け
て
交
通
渋

滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
沿
道
で
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
／
２
月
16
日
（
日
）
９
時
２
分
修
善

寺
駅
北
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

コ
ー
ス
／

修
善
寺
駅
北
→
牧
之
郷
→
大
仁
駅
→
広
瀬

神
社
前
交
差
点
→
神
島
橋
→
長
岡
小
坂
→

田
方
消
防
北
署
→
三
嶋
大
社
門
前
通
り

交
通
規
制
／

①
８
時
30
分
～
９
時
10
分
ご
ろ

静
岡
中
央
銀
行
修
善
寺
支
店
～
レ
モ
ン

ハ
ウ
ス
が
全
面
通
行
止
め

②
８
時
50
分
～
選
手
通
過
後

県
道
熱
海
大
仁
線
（
レ
モ
ン
ハ
ウ
ス
～
広

瀬
神
社
前
交
差
点
）
が
全
面
通
行
止
め

※
修
善
寺
醤
油
（
株
）
交
差
点
か
ら
、
牧

之
郷
方
向
は
８
時
45
分
か
ら
交
通
規
制

と
な
り
ま
す
。

※
富
士
屋
旅
館
前
交
差
点
は
８
時
55
分
か

ら
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
新
大

仁
橋
で
誘
導
案
内
を
し
ま
す
の
で
、
迂

回
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
広
瀬
神
社
前
交
差
点
以
降
も
、
コ
ー
ス

　

道
路
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
／
コ
ー
ス
の
詳
細
な
ど
は
、
大
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

：//izu-m
arathon.

com
/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

☎
０
５
５
（
９
８
０
）
０
８
４
３

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

助
成
が
終
了
し
ま
す

　

市
で
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
大
人
の
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
は
、
３
月
31
日
（
月
）
で
終

了
し
ま
す
。
そ
の
後
の
接
種
費
用
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
へ
補
助

申
請
済
み
で
ま
だ
接
種
の
済
ん
で
い
な
い

人
は
早
め
の
接
種
を
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
早
め
の
補
助

申
請
お
よ
び
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
／
市
民
で
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
履
歴
が
な
い
人
の
う
ち
次
に
該
当
す
る
人

○
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
同
居
家
族

○
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
す
る
女
性

助
成
額
／

〇
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場

合
…
４
千
円

〇
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ

Ｒ
）
を
接
種
し
た
場
合
…
５
千
円

助
成
期
限
／
３
月
31
日
（
月
）

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
候
補
地
選
定
委
員
会

　

公
募
に
よ
り
応
募
の
あ
っ
た
申
請
地
に

対
す
る
審
査
を
、
有
識
者
や
市
民
の
代
表

者
の
皆
さ
ん
と
行
う
委
員
会
で
す
。

　

会
議
は
、
原
則
公
開
で
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
傍
聴
希
望
者
は
、
開
始
５

分
前
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
／
①
２
月
３
日
（
月
）
10
時
～
12
時

②
３
月
４
日
（
火
）
10
時
～
12
時

と
こ
ろ
／
伊
豆
の
国
市
韮
山
庁
舎
大
会
議
室

問
合
せ
／
伊
豆
の
国
市
広
域
廃
棄
物
処
理

対
策
室
☎
０
５
５
（
９
４
９
）
８
１
１
２

ご
み
の
屋
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
ダ
メ
!!

～
住
み
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て
～

　

庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
ご
み
を
燃
や
す

こ
と
や
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
小
型
焼

却
炉
を
使
用
す
る
こ
と
を
屋
外
焼
却
と
い
い
、

煙
や
悪
臭
、
灰
に
よ
り
近
隣
の
生
活
環
境
を

悪
化
さ
せ
た
り
、
有
害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
屋
外
焼
却
は
法
令
で
禁
止
！

　

国
お
よ
び
県
で
は
、
『
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
』
と
『
静
岡
県

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
』
で
、

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
を
一
部
の
例
外
を
除

き
、
禁
止
・
制
限
し
て
い
ま
す
。

■
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
！

　

屋
外
焼
却
に
関
す
る
苦
情
は
、
「
洗
濯

物
や
布
団
に
臭
い
が
つ
く
」
、
「
家
に
体
の

弱
い
人
が
い
る
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
、

「
煙
や
臭
い
が
ひ
ど
く
て
窓
が
開
け
ら
れ
な

い
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
焼
却
は
、
燃

や
し
て
い
る
人
が
考
え
て
い
る
以
上
に
、
近

隣
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
ら
、
現
場
を
確
認

し
、
注
意
や
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

法
律
や
条
例
に
違
反
し
て
い
る
場
合
に
は
、

警
察
に
通
報
し
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
も
し
く
は
併

科
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
法
人
の
場

合
は
、
罰
金
３
億
円
以
下
）
。

■
ご
み
は
し
っ
か
り
分
別
処
理
を

　

ご
み
は
、
ご
み
集
積
所
へ
分
別
し
て
出

す
か
、
処
理
施
設
に
持
ち
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
市
で
引
き
取
り
処
理
が

で
き
な
い
も
の
は
、
市
許
可
業
者
に
引
き

取
り
を
依
頼
す
る
な
ど
、
責
任
を
持
っ
て

適
正
に
処
理
す
る
よ
う
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

公
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園

保
育
時
間
変
更
・
延
長
保
育
に
つ
い
て

　

公
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
は
、
保
護

者
の
勤
務
形
態
の
多
様
化
に
合
わ
せ
て
、
平

成
26
年
４
月
か
ら
保
育
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

ま
た
希
望
者
に
は
、
さ
ら
に
30
分
延
長
で
き

る
延
長
保
育
（
有
料
）
を
始
め
ま
す
。

保
育
時
間
／
７
時
～
18
時

延
長
保
育
／
18
時
～
18
時
30
分

※
延
長
保
育
は
、
1
人
1
回
２
０
０
円
の

利
用
料
金
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

実
施
と
な
り
ま
す
。

対
象
の
園
／
修
善
寺
東
保
育
園
、
熊
坂
保
育

園
、
し
ゃ
く
な
げ
保
育
園
、
さ
く
ら
こ
ど
も
園

※
土
肥
こ
ど
も
園
、
橘
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
７
時
30
分
～
18
時
の

保
育
時
間
で
、
延
長
保
育
の
実
施
は
あ

り
ま
せ
ん
。

利
用
方
法
／
詳
細
は
後
日
、
広
報
紙
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

児
童
手
当
支
払
い
の
お
知
ら
せ

　

児
童
手
当
２
月
期
定
時
払
（
平
成
25
年

10
月
～
１
月
分
）
を
、
２
月
10
日
（
月
）

に
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
が
未
提
出
の
人
に
つ
い

て
は
、
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
至

急
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

不
妊
症
・
不
育
症
治
療
費
の

医
療
費
助
成
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
一
般
不
妊
治
療
費
、
特
定
不

妊
治
療
費
の
助
成
に
加
え
、
不
育
症
治
療

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
／
法
律
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫

婦
い
ず
れ
か
が
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

対
象
と
な
る
治
療
／
一
般
不
妊
治
療
費
、

特
定
不
妊
治
療
費
、
不
育
症
治
療
費

※
第
１
子
、
第
２
子
を
対
象
と
し
た
国
内

の
医
療
機
関
で
行
わ
れ
る
検
査
お
よ
び

薬
物
療
法
、
手
術
療
法
な
ど
の
医
療
行

為
に
対
す
る
助
成
と
な
り
ま
す
。

※
ご
夫
婦
の
治
療
費
は
合
算
で
き
ま
す
。

助
成
額
／
上
限
10
万
円
（
１
年
度
）

※
通
算
５
年
間
助
成
し
ま
す
。

※
今
年
度
中
に
支
払
っ
た
治
療
費
が
対
象
。

※
県
の
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
、
実
際

に
支
払
っ
た
額
か
ら
補
助
金
を
控
除
し

ま
す
。

そ
の
他
／
３
月
末
日
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
す
。
３
月
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

治
療
費
が
10
万
円
を
超
え
た
人
は
、
早
め

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

障
が
い
の
あ
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

『
ほ
じ
ょ
犬
』
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

『
ほ
じ
ょ
犬
』
と
は
、
目
や
耳
、
手
足

に
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
お
手
伝

い
す
る
、
『
盲
導
犬
』
、
『
聴
導
犬
』
、

『
介
助
犬
』
の
総
称
で
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
自
立
と
社
会
参
加
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
に
一
部
の
飲
食
店
や

宿
泊
施
設
な
ど
で
は
、
『
ほ
じ
ょ
犬
』
同

伴
で
の
利
用
を
断
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
『
ほ
じ
ょ
犬
』
は
き
ち
ん
と

し
つ
け
ら
れ
、
利
用
者
の
指
示
に
従
い
待

機
す
る
よ
う
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
認
定
し
て
い
る

『
ほ
じ
ょ
犬
』
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
マ
ー
ク
を
掲
出
し
て
い
る
施
設
は
、

『
ほ
じ
ょ
犬
』
の
同
伴
を
、
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
『
ほ
じ
ょ
犬
』
を
社
会
の
一
員
と

し
て
受
け
入
れ
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
地

域
を
皆
さ
ん
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
児
（
者
）
の

療
育
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院
の
専
門
医

師
・
理
学
療
法
士
の
先
生
方
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
／
３
月
９
日
（
日
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
三
島
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
三
島
二
日
町
駅
下
車
徒
歩
1
分
）

内
容
／
検
診
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
指
導
、
医

療
・
生
活
・
福
祉
相
談
な
ど

定
員
／
20
人

申
込
み
／
２
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話

で
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
５

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

出
張
年
金
相
談
（
要
予
約
）

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
や
、
年
金

請
求
の
手
続
き
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
３
月
５
日
（
水
）
10
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
本
人
ま
た
は
本
人
の
署
名
捺
印
の

あ
る
『
年
金
相
談
委
任
状
』
を
お
持
ち
の

代
理
人

予
約
開
始
／
２
月
３
日
（
月
）

予
約
・
問
合
せ
／

市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

※
次
回
開
催
日
６
月
４
日
（
水
）
の
予
約

は
、
５
月
１
日
（
木
）
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

お
知
ら
せ

▲『ほじょ犬』マーク
▲盲導犬体験をする市長

▲ブロック積みや一斗缶、ドラム缶による
焼却行為も禁止！！

▲市許可業者も掲載されて
いる『ごみの出し方便利帳』

お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。



お知らせ
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お知らせ

2014. 221

企
業
を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
!!

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
市
民
は
も
ち

ろ
ん
、
観
光
客
や
移
住
希
望
者
な
ど
月

20
万
件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
期
間
／

①
全
期
（
１
年
間
）
…
４
月
１
日
（
火
）

～
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

②
前
期
（
６
カ
月
）
…
４
月
１
日
（
火
）

～
９
月
30
日
（
火
）

掲
載
料
（
１
枠
当
た
り
）
／

①
全
期
…
10
万
円　

②
前
期
…
５
万
円

バ
ナ
ー
の
サ
イ
ズ
（
１
枠
当
た
り
）
／

縦
40
ピ
ク
セ
ル
×
横
２
０
０
ピ
ク
セ
ル

受
付
期
間
／

２
月
３
日
（
月
）
～
３
月
14
日
（
金
）

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
１
１
８
７

平
成
26
年
度
『
い
ず
生
涯
学
習
講
座
』

講
師
募
集
説
明
会

　

生
涯
学
習
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

開
催
し
て
い
る
『
い
ず
生
涯
学
習
講
座
』

の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
／
３
月
４
日
（
火
）
昼
間
の
部
13
時

30
分
～
、
夜
間
の
部
19
時
～

と
こ
ろ
／
中
伊
豆
支
所

講
座
開
設
期
間
／

５
月
下
旬
～
平
成
27
年
3
月
上
旬

注
意
事
項
／

○
本
講
座
は
、
事
務
手
続
き
な
ど
も
含
め

講
師
主
導
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
最
低
催
行
人
員
な
ど
に
よ
り
講
座
を
開

設
、
開
講
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

市
民
健
康
講
座
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
そ
の
予
防
』
（
参
加
無
料
）

　

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
っ
て

何
？
」
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

『
メ
タ
ボ
』
の
正
し
い
基
礎
講
座
で
す
。

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康
で
過
ご
す
た

め
に
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
て
生
活
習
慣

病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

２
日
間
で
１
コ
ー
ス
で
す
が
、
い
ず
れ

か
１
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
1
日
目

と
き
／
２
月
13
日
（
木
）

13
時
15
分
～
15
時
30
分

内
容
／
医
師
の
講
義
、
栄
養
士
の
講
義

講
師
／

○
順
天
堂
静
岡
病
院　

糖
尿
病
・
内
分

泌
内
科 

佐
藤
文
彦
医
師

○
静
岡
県
栄
養
士
会 

管
理
栄
養
士

■
２
日
目

と
き
／
２
月
21
日
（
金
）

13
時
15
分
～
15
時
30
分

内
容
／
栄
養
・
運
動
の
講
義
と
実
践

講
師
／

○
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
健
康

運
動
指
導
士

○
健
康
増
進
課 

管
理
栄
養
士
・
保
健
師

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
関
心
の
あ
る
人
（
誰
で
も
）

申
込
み
／
各
回
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

健
康
増
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

市
民
健
康
講
座
『
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
教
室
』
（
参
加
無
料
）

　

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
話
題
の
『
慢

性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
』
。
意
外
と
知
ら
な

い
身
近
な
病
気
で
す
。
慢
性
腎
臓
病
は
、
初

期
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

放
置
す
る
と
や
が
て
人
工
透
析
が
必
要
に
な

っ
た
り
、
心
臓
や
血
管
の
病
気
な
ど
重
篤
な

疾
病
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
、
静
岡
県
立
大
学
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
知
り
、

予
防
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
１
日
目

と
き
／
３
月
６
日
（
木
）
ま
た
は
３
月

22
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

内
容
／
講
義『
新
た
な
国
民
病
！
慢
性

腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）っ
て
ど
ん
な
病
気
？

～
そ
の
検
査
や
治
療
法
に
つ
い
て
～
』

個
別
相
談
（
希
望
者
）

講
師
／
静
岡
県
立
大
学
教
授 

日
本
腎
臓

学
会
認
定
専
門
医 
熊
谷
裕
通
先
生

■
２
日
目

と
き
／
３
月
14
日
（
金
）
ま
た
は
３
月

29
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

内
容
／
講
義
『
慢
性
腎
臓
病
重
症
化
予

防
の
た
め
の
食
事
～
食
塩
を
摂
り
す
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
？
～
』

講
師
／
静
岡
県
立
大
学
講
師

管
理
栄
養
士 

円
谷
由
子
先
生

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
健
診
で
、
腎
機
能
低
下
ま
た
は
尿

蛋
白
が
陽
性
の
人

申
込
み
／
２
日
間
で
１
コ
ー
ス
で
す
。
２

日
間
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
か

都
合
の
よ
い
教
室
を
選
び
、
電
話
で
健
康

増
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

骨こ
つ
そ
そ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
予
防
講
演
会
（
参
加
無
料
）

　

骨
折
や
寝
た
き
り
を
防
ぎ
、
元
気
で
長

生
き
す
る
た
め
に
、
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き
／

３
月
７
日
（
金
）
14
時
30
分
～
15
時
40
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
講
義『
骨
粗
鬆
症
を
予
防
す
る
～
生

活
習
慣
病
と
骨
粗
鬆
症
の
深
い
関
係
〜
』

個
別
栄
養
相
談
（
要
事
前
申
込
み
）

講
師
／
中
伊
豆
温
泉
病
院

整
形
外
科 

勝
部
定
信
医
師

対
象
／
市
民

申
込
み
／
電
話
で
健
康
増
進
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

食
育
講
演
会
（
参
加
無
料
）

　

伊
豆
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議

会
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
野

菜
摂
取
の
向
上
に
力
を
入
れ
、
市
民
に
呼

び
掛
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
演
会
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
を
お
招
き
し
、

旬
野
菜
が
持
つ
力
や
健
康
と
の
関
係
な
ど
、

意
外
と
知
ら
な
い
野
菜
の
魅
力
や
パ
ワ
ー

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
３
月
13
日
（
木
）
10
時
～
12
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
講
演
『
野
菜
の
イ
イ
と
こ
ろ
～
健

康
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
の
話
～
』

講
師
／
シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ

遠
山
由
美
さ
ん

対
象
／
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人

そ
の
他
／
申
し
込
み
不
要
で
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室
（
参
加
無
料
）

　

こ
の
教
室
で
は
、
重
さ
５
０
０
ｇ
か
ら

１
・
５
㎏
ま
で
の
ダ
ン
ベ
ル
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
体
操

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
２
月
26
日
（
水
）
、
３
月
24
日

（
月
）
９
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
健
康
体
操
指
導
士
・
腰
痛
ケ
ア
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

大
路
環
さ
ん

定
員
・
対
象
／
先
着
20
人
・
市
民
ま
た
は

市
内
在
勤
の
人

持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
／
各
教
室
の
前
日
17
時
ま
で
に
、電

話
で
社
会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
回
限
り
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

音
楽
鑑
賞
事
業
『m

モ

モ

リ

エ

om
orie

』

コ
ン
サ
ー
ト
（
参
加
無
料
）

　

ふ
る
さ
と
学
級
・
生
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ

閉
講
式
記
念
行
事
と
し
て
音
楽
鑑
賞
教
室

を
行
い
ま
す
。
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

参
加
で
き
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
／
２
月
22
日
（
土
）
14
時
30
分
～

※
閉
講
式
終
了
後
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
『m

om
orie

』
コ
ン
サ
ー
ト

※
歌
と
ピ
ア
ノ
演
奏　

ジ
ャ
ズ
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
、
皆
さ
ん

の
ご
存
じ
の
曲
な
ど
を
演
奏
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

対
象
／
市
民

申
込
み
／
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
必
要
な
席
数
を
電
話
で
社
会
教
育

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
古
本
市
を
開
催

と
き
／
２
月
15
日
（
土
）
９
時
～
17
時

２
月
16
日
（
日
）
９
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館

そ
の
他
／
本
の
寄
贈
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、
全
額
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。

パ
ン
の
販
売
に
つ
い
て
／
２
月
15
日

（
土
）
に
は
、
古
本
市
の
開
催
に
合
わ
せ

て
、
図
書
館
前
広
場
で
、
田
方
ゆ
め
ワ
ー

ク
に
よ
る
パ
ン
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

■
古
雑
誌
無
料
配
布
の
お
知
ら
せ

と
き
・
と
こ
ろ
／
２
月
15
日
（
土
）
・
16

日
（
日
）
修
善
寺
図
書
館

２
月
８
日
（
土
）
～
２
月
16
日
（
日
）
天

城
・
中
伊
豆
・
土
肥
図
書
館

各
９
時
～
（
無
く
な
り
次
第
、
終
了
）

■
図
書
館
で
の
お
話
会

　

各
図
書
館
で
は
毎
月
、
手
遊
び
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
中
面
に
あ
る
『
広
報
カ
レ
ン
ダ

ー
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
前
の
お
話
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

修
善
寺
図
書
館
☎
（
72
）
９
８
６
８

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

募

　
　集

▲体力に合わせて楽しく運動すれば体もポッカポカ♪

▲女性二人組ユニット『momorie』（昨夏の『桂座』）

▲掘り出し物が見つかるかも !（昨年の古本市の様子）



水
道
の
使
用
開
始
ま
た
は
終
了
の
と
き
、

ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

書
面
に
よ
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

内
容
に
よ
り
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
各
届
出
書
は
上
下
水
道
課
（
中

伊
豆
地
区
）
ま
た
は
、
最
寄
り
の
支
所

（
修
善
寺
地
区
は
地
域
づ
く
り
課
）
に
準

備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の

上
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
異
動
届
の
提
出
に
よ
り
使
用
者

が
変
更
さ
れ
る
と
、
新
た
に
口
座
依
頼
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

異
動
理
由
別
の
必
要
書
類
な
ど
／

○
使
用
者
変
更
の
場
合
（
ア
パ
ー
ト
や
借
家

の
入
居
・
退
去
な
ど
）
…
異
動
届	

○
所
有
者
変
更
の
場
合
（
家
や
施
設
の
譲

渡
・
売
買
な
ど
）
…
異
動
届
、
所
有
者

変
更
届
、
契
約
書
の
写
し
な
ど

○
名
義
人
変
更
の
場
合
（
相
続
な
ど
）
…

異
動
届
、
所
有
者
変
更
届
、
確
約
書

（
市
様
式
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
０

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑪

近
代
日
本
画
展
示

　

２
月
の
近
代
日
本
画
展
示
で
は
、
梅

香
る
季
節
に
合
わ
せ
、
若
柳
柳
湖
が
描

い
た
『
紅
白
梅
』
（
六
曲
一
双
）
と
、

今
村
紫
紅
の
『
故
事
人
物
花
鳥
』
十
幅

対
を
展
示
し
ま
す
。
併
せ
て
画
家
の
書

簡
も
公
開
し
ま
す
。

☆
展
示
作
品

『
紅
白
梅
』
六
曲
一
双 

若
柳
柳
湖

　

明
治
末
～
大
正
初

『
故
事
人
物
花
鳥
』
十
幅
対
（
神
垣
、

落
柿
、
寿
星
、
猿
猴
、
張
良
、
枇
杷

小
禽
、
涼
雨
、
牧
童
、
新
篁
慈
子
、

桃
太
郎
）
今
村
紫
紅 

大
正
元
年
ご
ろ

☆
今
月
の
こ
の
一
点
！ 

『
紅
白
梅
』
六
曲
一
双　

若
柳
柳
湖
筆

　

若
柳
柳
湖
（
１
８
８
８
～
１
９
８
３
）

は
、
日
本
舞
踊
若
柳
流
の
祖
若
柳
壽
童

の
長
男
で
、
画
家
を
志
し
て
歴
史
画
家

松
本
楓
湖
に
入
門
。
明
治
末
年
に
は
木

村
武
山
の
下
で
花
鳥
画
を
学
び
、
紅
児

会
に
も
参
加
、
花
鳥
画
を
多
く
描
い
て

独
自
の
画
境
を
築
き
ま
し
た
。

　

こ
の
『
紅
白
梅
』
は
六
曲
一
双
屏
風

の
画
面
に
、
一
対
の
紅
梅
と
白
梅
を
描

い
た
作
品
で
、
早
春
に
馥
郁
と
し
て
香

り
立
つ
よ
う
な
清
楚
な
紅
白
の
梅
の
花

が
描
か
れ
た
秀
作
で
す
。
画
面
全
体
に

大
き
く
余
白
を
と
り
な
が
ら
、
穏
や
か

な
色
調
で
古
木
の
風
情
が
描
き
こ
ま
れ

て
お
り
、
柳
湖
の
粋
な
感
性
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

展
示
期
間
／

１
月
31
日
（
金
）
～
２
月
18
日
（
火
）

９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

※
２
月
19
日
（
水
）
か
ら
２
月
28
日

（
金
）
ま
で
、
館
内
工
事
の
た
め
臨

時
休
館
と
な
り
ま
す
。

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

ＱA

今月の表紙
編
集
後
記

　
今
年
も
行
わ
れ
る
『
伊
豆
文
学
ま
つ
り
』。

昨
年
は
、
取
材
を
し
な
が
ら
土
肥
の
文
学

散
歩
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
身
近
な
場
所
に
あ
る
文ぶ

ん
じ
ん
ぼ
っ
か
く

人
墨
客
た
ち

の
足
跡
と
、
そ
れ
を
案
内
す
る
地
域
の
皆

さ
ん
の
お
話
の
面
白
さ
。
案
内
人
の
皆
さ

ん
が
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
す
文
人
墨

客
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
す
っ
か
り
聞
き

入
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
ど
の
文
学
散
歩
を
取
材

し
よ
う
か
な
ぁ
。

　今月の表紙は、1月16日
（木）に中伊豆小学校の3年生
57人を対象に行われた動物愛
護教室で犬と触れ合う児童た
ちです。
　この教室は、動物を大切にす
ることを目的に行われ、獣医さ
んの話や犬との安全な接し方
について学びました。犬のぬく
もりを肌で感じ、命の大切さを
改めて実感した児童たちでした。

木

▲『紅白梅』六曲一双 若柳柳湖筆

▶文学弁当『いずし』
　湯ケ島地区で古くから人
が集まるときに振る舞われ
た、野菜や魚をおぼろにし
て押し寿司にしたものです。
　ご注文は観光交流課まで
お願いします（1 個 500 円）。

今しか食べられない！
期間中、文学弁当を販売

文
学
作
品
特
別
公
開

　

川
端
康
成
、
井
上
靖
、
若
山
牧

水
な
ど
、
湯
ケ
島
を
訪
れ
た
文
人

た
ち
に
ま
つ
わ
る
秘
蔵
品
を
公
開

し
ま
す
。

と
き
／
２
月
１
日
（
土
）
～
３
月

２
日
（
日
）
10
時
～
15
時

※
施
設
に
よ
り
開
催
期
間
・
開
催

時
間
は
異
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
／
白
壁
荘
、
湯
本
館
、
落

合
楼 

村
上
、
船
原
館
、
東
府
や

Resort&
Spa-Izu

、
た
つ
た
、
天

城
屋
商
店
、
桜
屋
書
店

そ
の
他
／
天
城
会
館
に
て
、
そ
の

ほ
か
の
作
品
展
示
も
開
催
し
ま
す
。

伊
豆
文
学
関
連
作
品
朗
読
会

■
伊
豆
演
劇
と
朗
読
の
会

　

井
上
靖
作
品
の
朗
読
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
を
行
い
ま
す
。
文
化
協
会
の

皆
さ
ん
が
、
朗
読
に
よ
り
あ
な
た

に
愛
を
贈
り
ま
す
。

と
き
／
２
月
15
日
（
土
）・
16
日

（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
旧
湯
ケ
島
小
学
校

内
容
／
井
上
靖
作
品
の
朗
読
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
鑑
賞
（
夕
鶴
・
修
禅
寺
物
語
）

■
か
た
り
い
ず
（
語
り
の
会
）

と
き
／
２
月
22
日
（
土
）・
23
日

（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
旧
湯
ケ
島
小
学
校

内
容
／
語
り
マ
ラ
ソ
ン
、
紙
芝
居

マ
ラ
ソ
ン

文
学
散
歩
（
要
予
約
）

　

各
コ
ー
ス
へ
の
参
加
に
は
、
予

約
が
必
要
で
す
。
観
光
交
流
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
洪
作
少
年
が
歩
い
た
道

と
き
／
２
月
５
日
（
水
）・
６
日

（
木
）・
７
日
（
金
）

10
時
30
分
～
12
時

集
合
／
天
城
会
館
に
10
時
20
分

定
員
・
料
金
／
20
人
・
２
０
０
円

申
込
み
／
天
城
湯
ケ
島
温
泉
旅
館

組
合
☎
（
85
）
１
０
５
５

■
若
山
牧
水
コ
ー
ス
・
朗
読
会

と
き
／
２
月
15
日
（
土
）

９
時
30
分
～
15
時
30
分

集
合
／
土
肥
花
時
計
前
に
９
時
20

分
（
８
時
30
分
に
修
善
寺
駅
か
ら

バ
ス
が
出
ま
す
）

定
員
・
料
金
／
30
人
・
２
千
円

■
天
城
越
え
コ
ー
ス
・
朗
読
会

と
き
／
２
月
22
日
（
土
）

９
時
30
分
～
15
時
30
分

集
合
／
天
城
会
館
に
９
時
10
分

（
８
時
35
分
に
修
善
寺
駅
か
ら
バ

ス
が
出
ま
す
）

定
員
・
料
金
／
20
人
・
２
千
円

■
湯
ケ
島
コ
ー
ス

と
き
／
３
月
２
日
（
日
）

９
時
30
分
～
12
時

集
合
／
天
城
会
館
に
９
時
10
分

（
８
時
35
分
に
修
善
寺
駅
か
ら
バ

ス
が
出
ま
す
）

定
員
・
料
金
／
40
人
・
２
千
円

■
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー

と
き
／
３
月
２
日
（
日
）

８
時
30
分
～
12
時

集
合
／
８
時
30
分
修
善
寺
駅
出
発

定
員
・
料
金
／
20
人
・
２
千
円

申
込
み
／
新
東
海
バ
ス
修
善
寺
駅

前
案
内
所
☎
（
72
）
５
９
９
０

■
修
善
寺
コ
ー
ス

と
き
／
３
月
２
日
（
日
）

９
時
～
12
時

集
合
／
８
時
45
分
に
修
善
寺
総
合

会
館
（
８
時
35
分
に
修
善
寺
駅
か

ら
バ
ス
が
出
ま
す
）

定
員
・
料
金
／
40
人
・
２
千
円

※
文
学
散
歩
の
時
間
、
見
学
地
に

つ
い
て
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
ろ
ば
ん
ば
劇
団
創
作
劇

　

井
上
靖
作
品
を
地
元
の
有
志
で

上
演
。
湯
ケ
島
ら
し
い
素
朴
な
演

出
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き
／
３
月
１
日
（
土
）

13
時
～
13
時
30
分

と
こ
ろ
／
旧
井
上
邸
跡
地

（
雨
天
時
、
夕
鶴
記
念
館
）

内
容
／
し
ろ
ば
ん
ば
劇
団
と
地
元

有
志
と
の
創
作
劇

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
し
ろ
ば
ん
ば

　

井
上
靖
の
自
伝
的
小
説
『
し
ろ

ば
ん
ば
』
を
題
材
に
、
地
元
中
高

生
が
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
披
露

し
ま
す
。

と
き
／
３
月
２
日
（
日
）

12
時
30
分
～
13
時

と
こ
ろ
／
天
城
会
館

内
容
／
地
元
中
高
生
な
ど
に
よ
る

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

地
元
有
志
に
よ
る
お
も
て
な
し

　

地
元
の
皆
さ
ん
が
、
訪
れ
た
人

を
昔
話
を
交
え
な
が
ら
地
域
を
案

内
し
ま
す
。

と
き
／
２
月
１
日
～
３
月
２
日
の

毎
週
土
・
日
曜
日
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
湯
ケ
島
宿
区
内

第
17
回
伊
豆
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
表
彰
式
・
伊
豆
文
学
塾

と
き
／
３
月
２
日
（
日
）
14
時
～

と
こ
ろ
／
旧
湯
ケ
島
小
学
校

内
容
／
伊
豆
文
学
賞
表
彰
式
、
伊

豆
文
学
塾
（
文
学
賞
審
査
員
に
よ

る
座
談
会
）

2014. 223 2014. 2 22

　
『
伊
豆
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
に
合
わ
せ
て
、
３
月
２
日

（
日
）
ま
で
の
期
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
伊
豆
市
を
『
文
学
の
故
郷
』
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
の
、
地
域
独
自
の
事
業
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

申
込
み
・
問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

  
伊
豆
文
学
ま
つ
り
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

集え！集え！集え！

伊豆市の人口
※（　）内は前月比

アスリートアスリートアスリート

磯本 花ちゃ
ん

　     いそもと はな　
　　

（土肥）

鴻野 琉斗ちゃん

       こうの    るいと　　　

（大平）

稲村 莉乃彩ちゃ
ん

  いなむら      りのあ　　
　

（原保）

松村 和奏ちゃん

　    まつむら わかな　　
　

（青羽根）

田中 優翔ち
ゃん

       たなか    ゆうと
　　
　

（熊坂）

花田 琴実ちゃ
ん

　   はなだ     ことみ　
　　

（修善寺）

鈴木 友維ちゃん

       すずき      ゆい　　　

（小立野）

加納 朱哩ちゃん

　

    かのう    あかり　　　

（牧之郷）

遠藤 寿也ちゃ
ん

　   えんどう  ひさや　　
　

（牧之郷）

山本 和弥ちゃん

      やまもと  かずや　　　

（修善寺）

▲練習は、毎週月・金曜日19時から土肥中学校体育館で行っています

土肥Ｊｒバレーボールクラブ
私たち土肥Ｊｒバレーボールクラブは、現在小学生

23人で活動しています。コーチが練習を工夫してく
れるので、みんなと楽しく競争しながら走ったり、筋ト
レなど基礎練習も積み重ねています。
そして、８月の市内大会ではついに初優勝！勝つ楽

しさも味わいました。試合後、監督のお店でソフトクリ
ームを食べながらの反省会も楽しみのひとつです。
                       　キャプテン 土肥小6年　佐藤 愛華

平成26年
1月1日現在 ●男 16,028人 （－29）●女 17,498人 （－1９）　●計 ３３，526人（－48）　●世帯数 13,４３１世帯（±0）

一緒に楽しくボールを追いかけませんか？一緒に楽しくボールを追いかけませんか？

仲間を募集中！！仲間を募集中！！

2014. 2 24



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2014／H26
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

       1 

　2　　　　3 4 5 6 7 8 

   9　 10   11 12 13   　　  14  　　 15      

  16            17 　　  18           19　       20          21　　   22

  23　　　24　　　25　　　 26　　　27　　　28　　   29
30　　　31

●市民健康講座
慢性腎臓病（CKD）教室
（生きいきプラザ）
●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●1.6歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●伊豆文学フェスティバル
（天城会館ほか）

●骨粗鬆症予防講演会
（生きいきプラザ）

●2歳・2.6歳児歯科健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●市民健康講座
慢性腎臓病（CKD）教室
（生きいきプラザ）
●健康相談（乳幼児）
（中伊豆ふれあいプラザ）

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

●ダンベル体操教室
（生きいきプラザ）

●市民健康講座
慢性腎臓病（CKD）教室
（生きいきプラザ）

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター）

春分の日

●市民健康講座
慢性腎臓病（CKD）教室
（生きいきプラザ）

月3

●上下水道料金（土肥・天城湯ケ島・中伊豆地区）……  25日
●土肥地区温泉料金…………………………………………  25日
●国民健康保険税第9期、後期高齢者医療保険料第8期… 31日
●市・県民税第6期 …………………………………………   31日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…水・木曜日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 4日・11日・18日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／20日（木）9時40分～11時40分
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／11日（火）9時～12時　
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／11日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
サポートセンターゆめワーク☎（75）5600
伊豆医療福祉センター☎055（949）1418

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／8日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※緊急の場合は１１９

3月
休日当番医

 2日 西脇内科（伊豆の国市大仁）☎（76）3712 
 9日 青山内科クリニック（加殿）☎（74）2111 
 16日 小山田医院（修善寺）☎（72）3125
 21日 紀平クリニック（柏久保）☎（72）5521 
 23日 今野医院（八幡）☎（75）7050 
 30日 エムオーエー奥熱海ｸクリニック（伊豆の国市浮橋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（79）1100

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　9日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  5日(水)・19日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　8日・22日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　13日・27日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　15日(土)14時～14時30分
★うりぼうおはないかい(天城)0歳～3歳
　 13日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　8日・22日(土)10時30分～11時

　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『のびのび広場』と『すいすい』は、９時～１５時
※『ちびっこサロンわらぼ』は、9時30分～14時30分

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

 園庭開放 　　実施日
 修善寺保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのび広場（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 月（不定期）・毎週金曜日
すいすい（こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日

ちびっこサロンはつま（中伊豆ふれあいプラザ） 毎週月・火曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週水・木・金曜日

のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園） 毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

1日～31日　パンジーフェスタ／虹の郷

14日　恋人岬ホワイトデースペシャル／恋人岬

19日～31日　みんな集まれチビっこまつり／虹の郷

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

23日・30日　奥の院春の静寂／修禅寺～奥の院

下旬　サイクルカーニバル／サイクルスポーツセンター

下旬　しだれ桜まつり／法泉寺

【花の見ごろ】

中旬　薄墨桜　（国の天然記念物の二世）／土肥・里山

下旬～　しだれ桜／法泉寺

下旬～4月上旬　桜／虹の郷、サイクルスポーツセンター、

　　修善寺駅北狩野川堤防、丸山スポーツ公園、六仙の里

下旬～5月中旬　シャクナゲ／虹の郷

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～31日　パンジーフェスタ／虹の郷

14日　恋人岬ホワイトデースペシャル／恋人岬

19日～31日　みんな集まれチビっこまつり／虹の郷

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

23日・30日　奥の院春の静寂／修禅寺～奥の院

下旬　サイクルカーニバル／サイクルスポーツセンター

下旬　しだれ桜まつり／法泉寺

【花の見ごろ】

中旬　薄墨桜　（国の天然記念物の二世）／土肥・里山

下旬～　しだれ桜／法泉寺

下旬～4月上旬　桜／虹の郷、サイクルスポーツセンター、

　　修善寺駅北狩野川堤防、丸山スポーツ公園、六仙の里

下旬～5月中旬　シャクナゲ／虹の郷

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～31日　パンジーフェスタ／虹の郷

14日　恋人岬ホワイトデースペシャル／恋人岬

19日～31日　みんな集まれチビっこまつり／虹の郷

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

23日・30日　奥の院春の静寂／修禅寺～奥の院

下旬　サイクルカーニバル／サイクルスポーツセンター

下旬　しだれ桜まつり／法泉寺

【花の見ごろ】

中旬　薄墨桜　（国の天然記念物の二世）／土肥・里山

下旬～　しだれ桜／法泉寺

下旬～4月上旬　桜／虹の郷、サイクルスポーツセンター、

　　修善寺駅北狩野川堤防、丸山スポーツ公園、六仙の里

下旬～5月中旬　シャクナゲ／虹の郷

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

【写真】修善寺駅北狩野川沿いのさくら並木【写真】修善寺駅北狩野川沿いのさくら並木【写真】修善寺駅北狩野川沿いのさくら並木
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みんなの掲示板みんなの掲示板

■税務職員を装った者からの不審な電話に
　ご注意ください！（詐欺注意喚起）
　国税局や税務署の職員を名乗る人から、アン
ケートや年金受給調査と称して、個人情報や年
金の受給状況、預金・口座情報などを聞き出そう
とする事例が多発しています。
　不審な電話があった場合には、即答を避け、
①相手の所属部署②氏名③電話番号を確認し
た上で、いったん電話を切り、三島税務署までお
問い合わせください。
問合せ／三島税務署☎055（987）6711

■消費税改正などのお知らせ
　平成26年4月1日から、消費税および地方消
費税率が引き上げられることになり、5%から
8%になります。
○国税庁ホームページで改正内容などを周知
　ホームページでは、特集ページを設けて改正
内容などをお知らせしています。この特集ページ
では、改正消費税法の内容を盛り込んだリーフレ
ットや経過措置のQ&Aなどを掲載しています。
　また、事業者の皆さんが、値札などで価格を
表示する場合に、『税抜価格』で行うことができ
る『総額表示義務の特例』についても、事例集に
より分かりやすく説明しています。
ホームページへのアクセス方法／特集ページ
は、国税庁トップページにある『トピックス』の
『消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一
体改革関係）』または、次のURLからご覧になれ
ます。ぜひご利用ください。
http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pa
mph/shohi/kaisei/201304.htm

 国税庁 消費税法改正　　　検索

問合せ／三島税務署☎055（987）6711

❖三島税務署からのお知らせ
（詐欺注意喚起・消費税改正など）

　伊豆市商工会では、各支所にて商工会顧問税
理士による無料税務相談を行います。お気軽に
ご相談ください。
■修善寺・中伊豆支所
　とき／2月18日（火）・26日（水）、3月6日（木）
　各日13時30分～16時
　ところ／修善寺総合会館商工会特別会議室
　問合せ／☎（72）2111
■土肥支所
　とき／2月18日（火）・26日（水）、3月11日（火）
　各日13時30分～17時
　ところ／商工会土肥支所会議室
　問合せ／☎（98）1185
■天城湯ケ島支所
　とき／2月25日（火）、3月3日（月）・12日（水）
　各日13時30分～16時
　ところ／商工会天城湯ケ島支所会議室
　問合せ／☎（85）1510

❖伊豆市商工会無料税務相談会
開催！（要予約）

❖駿豆線沿線のウォーキングに
参加しませんか？

❖ひざ痛・腰痛改善教室
参加者募集（参加無料）

　福祉の仕事に就くことを希望する皆さんを支
援するため、就職フェアを開催します。
とき／時間は両会場ともに、12時～16時です。
①西部会場：2月2日（日）
②東部会場：2月8日（土）
※中部会場は1月中に終了しました。
ところ／
①アクトシティ浜松
　（浜松市中央区板屋町111-1）
②キラメッセぬまづ（沼津市大手町1-1-4）
内容／
○オープニングイベント（出展法人PRタイム）
○合同就職説明会（就職面接相談コーナー、高
校生の福祉相談・進学相談コーナー、ハロー
ワークコーナーなど）
その他／詳細はお問い合わせください。
問合せ／静岡県社会福祉人材センター
☎054（271）2110

　沼津駅北口に、今年7月グランドオープン予定
の総合コンベンション施設『プラサヴェルデ』で
は、2月1日（土）から会議室の予約受け付けを
開始します。
会議室の予約・概要／予約については、利用月
の６カ月前の１日（ついたち）から、受け付けを
開始します。
（例）８月１日利用の場合、２月１日から受け付け
○会議室（収容人数１００人）…５室
○小会議室（収容人数３０人）…５室
プラサヴェルデについて／会議場施設、展示イ
ベント施設、ホテルが一体となった施設です。
○1,100人の全体会、12の分科会、3,875㎡の
展示会、300人の懇親会、150人の宿泊がこ
の施設だけで完結できます。
○沼津駅北口から徒歩3分、東京駅から約70分
と利便性抜群の立地です。
問合せ／プラサヴェルデ☎055（920）4100

❖総合コンベンション施設
『プラサヴェルデ』会議室予約開始

❖平成25年度福祉のしごと就職
フェアinしずおか開催（参加無料）

　６０歳以上でひざ痛・腰痛などがあり、改善に
運動を勧められている人にお勧めします。
とき／時間は各教室9時20分～10時です。
2月5日から3月26日までの毎週水曜日、2月7日
から3月27日までの毎週金曜日（祝日を除く）
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
内容／水中でのウォーキング、水中遊び、バランス
アップの片足止まり、下肢の筋肉トレーニングなど
対象／おおむね６０歳以上でひざ痛・腰痛などが
あり、運動が必要な市民（要医者の許可）
定員／先着３０人
講師／伊豆スイムサポートスタッフ
持ち物／水着、水泳帽、タオル
申込み／事前にお電話でお申し込みください。
また参加無料ですが、入場料（４００円）のみ負担
してください。
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

　伊豆箱根鉄道駿豆線沿線の市町と伊豆箱根鉄
道㈱が協力し、沿線の魅力を満喫できるウォーキ
ングを開催します（参加無料・申し込み不要）。
受付時間（全コース共通）／スタート：8時30分
～11時、ゴール：15時30分まで
■【2月16日（日）】修善寺梅林と城山桜の花ウ
ォーク
　修善寺梅林の20種1,000本の紅白梅や城山
さくら（河津桜）を堪能できます。
コース／約11Km、2時間35分（所要時間）
修善寺駅スタート→修善寺総合会館→指月殿→
竹林の小径→源範頼の墓→修善寺梅林→修善
寺自然公園→狩野川記念公園→城山さくら（狩
野川堤防）→大仁駅ゴール
■【2月22日（土）】『富士山の日』富士山の絶景
ポイント（函南日守山）ウォーク
　日守山公園のパノラマ展望台から望む富士山
や箱根連山は圧巻！
コース／約10.5Km、2時間20分（所要時間）
原木駅スタート→蛇ヶ橋→肥田神社→日守山公
園入口→日守山公園（大嵐山山頂）→日守山公
園入口→山本食品→興聖寺→仁田さくら公園
→湯～トピアかんなみゴール→伊豆仁田駅
■【3月15日（土）】世界遺産候補富士山と近代化
産業遺産韮山反射炉を見る春の狩野川ウォーク
　狩野川沿いを散策しながら、富士山と韮山反
射炉の魅力を再発見してみませんか。
コース／約13.5Km、3時間10分（所要時間）
修善寺駅スタート→大仁橋→みんなのハワイア
ンズ・道の駅伊豆のへそ→狩野川堤防→韮山反
射炉・蔵屋鳴沢→蛭ヶ島公園→韮山駅ゴール
■【3月29日（土）】龍源院のしだれ桜と春風そ
よぐ狩野川めぐり
　例年3月下旬に見ごろを迎える『龍源院』のし
だれ桜。樹齢約80年、樹高約15mの美しい桜を
眺めながら、狩野川の春を満喫してみませんか。
コース／約10Ｋｍ、2時間20分（所要時間）
大仁駅スタート→龍源院→みんなのハワイアン
ズ・道の駅伊豆のへそ→狩野川堤防→守山西公
園→韮山駅ゴール
問合せ／伊豆箱根鉄道(株)☎055（977）1207



❖国民年金保険料の納付方法
として『2年前納』が始まります

とき／2月18日（火）13時30分～16時
ところ／サンウェル沼津　多目的ホール
（沼津市日の出町15-1）
講師／関西医科大学附属滝井病院精神科デイ
ケアメンバー　またき亭いっぱい 氏
精神保健福祉士　村上 貴栄 氏
対象・定員／参加無料で誰でも参加できます
（先着300人）。
申込み・問合せ／県東部健康福祉センター
福祉課☎055（920）2087

❖第61回『耳の日』記念講演会
（入場無料）

❖【三島市】地口行灯（じぐちあんどん）
　冬の風物詩である『地口行灯』が、2月の大通
り商店街と三石神社境内に並びます。
　心に染み入る作品から思わずニヤリとしてし
まう作品まで、作者の個性が表れた作品がそろ
っています。夜は点灯されますので、冬の夜空
の下に幻想的な雰囲気を醸し出す『地口行灯』
を楽しんでみてはいかがでしょうか。
とき／2月13日（木）～2月18日（火）
10時30分～20時30分（点灯は17時30分から）
ところ／大通り商店街、三石神社境内
問合せ／三島市商工観光課☎055（983）2655

　製造業などに就職が内定した高校生・大学生
の皆さん、テクノカレッジで社会人マナーやも
のづくりの基礎知識を身に付けませんか。
　コースなどの詳細は、お問い合わせください。
開催期間／3月上旬～下旬（2～3日程度）
内容／製造基礎教育、溶接など（全5コース）
定員・受講料／各コースにより異なります。
各10人～25人　各1,050円～2,100円
申込期限／2月17日（月）
問合せ／沼津技術専門校☎055（925）1071

とき／2月20日（木）12時45分～15時
ところ／キラメッセぬまづ
（沼津市大手町1-1-4）
内容／就職希望の障がい者と企業との個別面
談・面接、ハローワークや支援機関の相談コー
ナーの設置など（参加企業は約50社を予定）
その他／参加無料、申し込み不要です。複数社
との面接に備え、履歴書は複数枚、用意してく
ださい。
問合せ／ハローワーク三島☎055（980）1302

❖講演会『障害なんて笑いとばせ
～落語を通して私が変わったこと～』

❖個別労働紛争解決制度について
（静岡労働局からのお知らせ）

❖（一社）三島田方法人会主催
新春特別講演会のお知らせ

❖県立技術専門校
就職内定者セミナーを開催します

❖ハローワーク沼津・三島主催
障がい者就職面接会

　静岡労働局では、労働に関するさまざまなトラ
ブルの解決をお手伝いするため、『総合労働相談
コーナー』を設置し、労働相談を行うほか、静岡
労働局長による『助言・指導』、紛争調整委員会に
よる『あっせん』などのご案内を行っています。
　労働に関してお困りの人はご利用ください。
問合せ／静岡労働局総務部企画室　総合労働
相談コーナー☎054（252）1212
または、最寄りの労働基準監督署内の総合労働
相談コーナー

とき／①2月5日②2月12日、3月19日③2月26
日④3月5日　各水曜日
※時間は開場13時～、開演13時30分～です。
ところ／①ホテルサンバレー伊豆長岡②伊豆長岡
温泉三楽の宿さかや③楽山やすだ④ホテル天坊
内容／芸妓たちによる舞・お座敷遊び体験など
チケット／1,000円
※伊豆の国市観光協会で販売（電話予約可）
問合せ／伊豆の国市観光協会☎055（948）0304

❖【伊豆の国市】
芸妓（げいぎ）まつり～あやめ座～

とき／2月19日（水）14時30分～16時
ところ／韮山時代劇場（伊豆の国市四日町772）
講演／演題：『日本人の知らない中国の現実』
講師：ジャーナリスト　富阪 聰 氏
定員／先着500人（参加無料）
申込み・問合せ／FAXまたはホームページから
お申し込みください。
（一社）三島田方法人会☎055（975）4845
FAX055（976）0024
http://www.mishimatagata-houjinkai.or.jp

　平成26年4月末分の口座振替分から、割引額
のより大きな『2年前納』がご利用いただけるよ
うになります。この制度は、口座振替のみで利用
が可能です。申込期限は、毎年2月末までです。
メリット／
○2年間で14,000円程度の割引になります。
○2年前納分の全額が、その年の社会保険料控
除の対象になります。
○口座振替により納め忘れを防止できます。
申込み・問合せ／三島年金事務所
☎055（973）1444

❖きこえの相談会
0歳のお子さんから相談に応じます
　『きこえ』や『ことば』の心配なお子さんの、聴
力測定や相談を無料で行います。
とき／2月27日（木）、3月5日（水）
10時～12時、13時30分～16時
ところ／静岡県立沼津聴覚特別支援学校
対象／県東部地区に在住する18歳以下の人
申込み／2月１7日（月）までに、下記の電話また
はＦＡＸでお申し込みください
問合せ／沼津聴覚特別支援学校　柏木
☎055（921）3398 ＦＡＸ055（923）5327

　耳の障がいについての啓発を目的に、記念講
演会を開催します。多くの皆さんのご参加をお
願いします。
とき／2月25日（火）13時30分～15時30分
ところ／サンウェル沼津　多目的ホール
（沼津市日の出町15-1）
講演／演題：『私と卓球』
講師：日立化成（株）卓球部所属　上田 萌 氏
申込み・問合せ／沼津市社会福祉協議会
☎055（922）1500

❖ふじのくに美しく
品格のある邑(むら)まつり
　県内の豊かな自然と風土に恵まれ、人々の暮
らしの中で伝統芸能を脈々と受け継いできた邑
が大集合！多くのご来場をお待ちしています。
とき／2月23日（日）10時～16時
ところ／プラサヴェルデ 多目的ホール
（沼津市大手町1-1-4）
内容／農産物や加工品の試食販売、各種体験、
お楽しみ抽選会など
その他／参加無料、申し込み不要です。
問合せ／県農地保全課☎054（221）2714

❖伊豆月ヶ瀬梅林梅まつり・
静岡県太鼓祭り開催
開催期間／2月23日（日）～3月16日（日）
9時～15時
＜静岡県太鼓祭り日程＞
2月23日、3月2日、3月9日（日）
会場／伊豆月ヶ瀬梅林
その他／梅林管理協力金として、入場時に大人
300円、小学生100円（小学生未満無料）をお願
いします。駐車場は無料です。
問合せ／伊豆月ヶ瀬梅組合☎（85）0480
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